
〈

研

究

論

文
７

〉

デ

ィ

グ

ナ

ー

ガ

論

理

学

の
論

理

学

的

評

価

―
―
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
と
の
対
比
―
―

上
　
田
　
　
　
昇

〔

序

〕

論

理

学

に

は
お

よ

そ

三

つ

の
始

源

が

あ

る
。

ギ
リ

シ
ア

、

イ

ン

ド

、
現

代

（
記

号

論

理
学

）
。

こ

れ

ら

は

各

々
独

立
し

た
歴

史

を
有

し

て

い

る

。
本

論

は

イ

ン

ド
論

理

学

の

う

ち

、

デ

ィ

グ

ナ

ー

ガ
（
陳
那
、
Ａ

．Ｄ
．　５
Ｃ
-
６
Ｃ
）

の

そ

れ
を
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
論
理
学
（
B
.
C
.
4
C
）
―
―
様
相
論
理
学
は
除
く

―
―
と
の
対
比
の
下
に
見
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
般

に

見

ら

れ

る
一

つ

の

先

入

見

は

、

古
代

論

理

学

は

論
理

学

と

し

て

何

ら
新

た

な

問
題

を
胎

胚

す

る
も

の

で

は

な

く

、

既

に
論

理

学
と

し

て

は
解

決

済

み
で

あ

る

、
と

い

う

も

の

で

あ

る

。

そ

れ

は

あ

た

か

も
古

代

数

学

に
似

る

。

今

日

、
数

学
そ

の

も

の

へ

の
反

省

的

考

察

の

た

め

に

古
代

数
学

を
研

究

す

る

こ

と

は

実

際
上

あ

り
え

な
い

。

と

す

れ

ば

、
し

か
し

、

古
代

論

理

学
研

究

の
意

義

は

ど
こ

に
あ

る
の

で

あ

ろ

う

か

。

古

代

論

理

学

は

博

物

的

好

奇

の

対

象

で

し

か

な

い

の

で

あ

ろ

う

か

。

我
々
は
こ
の
先
入
見
を
捨
て
去
ら
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
泰
本
（
１
９
７
４
）
は
種

種

な

観

点

か

ら

比

較

論

理

学

の

可

能

性

と

意

義

を

探

っ

て

い

る

。

本

論

も

ま

た

そ

の

可

能

性

に

向

け

て

の

一

篇

た

る

こ

と

を

目

ざ

し

て

い

る

。

さ

て

、

古

代

論

理

学

の

論

理

学

的

研

究

の

一

つ

の

模

範

を

提

供

す

る

の

は

J
.
L
u
ｋ
ａ
ｓ
ｉ
ｅ
w
ｉ
ｃ
z
　
（
１
８
７
８
-
１
９
５
６
）
で
あ
る
。
Ｌ
ｕ
ｋ
ａ
ｓ
ｉ
ｅ
w
ｉ
ｃ
ｚ
　
（
１
９
５
１
）
は
ア
リ

ス

ト

テ

レ

ス

論

理

学

の

論

理

学

的

本

質

を

記

号

論

理

学

を

用

い

る

こ

と

に

よ

っ

て

初

め

て

明

る

み

に

も

た

ら

し

た

と

言

え

る

。

し

か

も

そ

れ

は

ア

リ

ス

ト

テ

レ

ス

論

理

学

を

い

わ

ば

記

号

論

理

学

に

埋

め

込

む

こ

と

を

通

し

て

逆

に

論

理
（
学
）
一
般
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
、
そ
の
よ
う
な
作
業

で
あ
っ
た
。
後
に
Ｊ

．

Ｃ
ｏ
ｒ
ｃ
ｏ
ｒ
ａ
ｎ
　
（
１
９
７
４
）
は
Ｌ
ｕ
ｋ
ａ
ｓ
ｉ
ｅ
w
ｉ
ｃ
ｚ
の
ア
リ
ス
ト

テ

レ

ス

解

釈

（

記

号

論

理

学

的

ア

リ

ス

ト

テ

レ

ス

論

理

学

像

）

を

批

判

し

、

別
様
の
解
釈
（
像
）
を
与
え
た
。
即
ち
、
Ｌ
ｕ
ｋ
ａ
ｓ
ｉ
ｅ
w
ｉ
ｃ
ｚ
が
、
ア
リ
ス
ト
テ



レ

ス

論

理

学

は

Ｂ
ａ
ｒ
ｂ
ａ
ｒ
ａ

及

び

Ｃ
ｅ
ｌａ
ｒ
ｅ
ｎ
ｔ

を

公

理

（
従

っ

て

命

題

）

と

す

る

公

理

論

的

演

繹

体

系

（
ａ
ｘ

ｉｏ
ｍ

ａ
ｔ
ｉｃ
　ｄ
ｅ
ｄ
ｕ
ｃ
ｔ
ｉｖ
ｅ
　ｓ
ｙ
ｓ
ｔ
e
m
）
で

あ

る

、

と

す

る

の

に

対

し

、

Ｃ
ｏ
ｒ
ｃ
ｏ
ｒ
ａ
ｎ

無

公

理

の

自

然

演

繹

体

系

（
ｎ
ａ
ｔｕ
ｒ
ａ
ｌ
　
ｄ
ｅ
ｄ
ｕ
ｃ
-

ｔ
ｉｏ
ｎ
）

と

見

る

の

で

あ

る

。

Ｃ
ｏ
ｒ
ｃ
ｏ
ｒ
ａ
ｎ

、

例

え

ば

ア

リ

ス

ト

テ

レ

ス

は

ｌｏ
ｇ
ｉｃ
ａ
ｌ
　ｔｒ
ｕ
ｔ
ｈ

の

概

念

を

有

し

て

お

ら

ず

、

従

っ
て

。
証

明

に

何

ら

依

存

せ
ず
に
真
″
で
あ
る
公
理
は
存
在
す
る
余
地
が
な
い
、
と
主
張
す
る
。
（
C
f
.

ユ

ー

ク
リ

ッ
ド

幾

何

に

お
け

る
平

行
線

の
公

理

の
真

。）

そ

し

て

Ｂ
ａ
ｒ
ｂ
ａ
ｒ
ａ

等

の

ｓ
ｙ
ｌ
ｌｏ
ｇ
ｉｓ
m

を

構

成

す

る

各

命

題

、

例

え

ば

Ａ
ａ
ｂ
　（
Ａ

ｌｌ
　ａ
　
ｉｓ
　
ｂ
）

の

真

偽

は

常

に

名

辞

（
ｕ
ｎ
ｉｖ
ｅ
ｒ
ｓ
ａ
ｌ
　ｔｅ
ｒ
m

）

ａ

、

ｂ

の

外

延

に

よ

っ

て

決

定

さ

れ

る

、

と

す

る

。

こ

の

他

、

様

々

な

点

に

お

い

て

両

者

の

ア

リ

ス

ト

テ

レ

ス

論

理

学

像
は
決
定
的
に
異
な
っ
て
い
る
。
（
詳
細
は
参
考
文
献
を
参
照
）

私

に

は

両

者

の

ど

ち

ら

に

分

が

あ

る

か

を

判

断

す

る

こ

と

は

で

き

な

い

。

し

か

し

、

も

し

Ｌ
ｕ
ｋ
ａ
ｓ
ｉｅ
w

ｉｃ
ｚ

の

研

究

が

、

例

え

ば

和

算

を

数

学

で

解

く

よ

う

な

も

の

で

あ

っ

た

と

し

た

な

ら

。

そ

れ

へ

の

批

判

を

ど

う

し

て

Ｃ
ｏ
ｒ
ｃ
ｏ
ｒ
ａ
ｎ

が

行

な

う

こ

と

が

で

き

た

の

で

あ

ろ

う

か

。

論

理

学

（
記

号

論

理

学

）

に

よ

る

論

理

学

（
古

代

論

理

学

）

の

研

究

は

決

し

て

応

用

問

題

を

解

く

こ

と

で

は

な

い

。

本

論

は

記

号

論

理

学

的

観

点

（
概

念

）

を

下

敷

に

し

て

デ

ィ

グ

ナ

ー

ガ

論

理

学

を

論

じ

る

方

法

を

採

る

。

た

だ

し

、

そ

れ

は

デ

ィ

グ

ナ

ー

ガ

論

理

学

を

記

号

論

理

学

に

埋

め

込

む

と

い

っ

た

徹

底

し

た

作

業

を

意

味

し

な

い

し

、

又

で

き

な

い

で

あ

ろ

う

。

な

ぜ

な

ら

ア

リ

ス

ト

テ

レ

ス

論

理

学

の

場

合

は

、

そ

れ

が

公

理

論

的

で

あ

れ

、

自

然

演

繹

的

で

あ

れ

、

と

も

か

く

演

繹

体

系

を

な

し
て
い
る
の
に
対
し
、
デ
ィ
グ
ナ
ー
ガ
論
理
学
は
体
系
で
も
な
け
れ
ば
―
―

デ
ィ
グ
ナ
ー
ガ
は
い
わ
ば
Ｂ
ａ
ｒ
ｂ
ａ
ｒ
ａ
一
つ
に
か
か
り
っ
き
り
で
あ
る
―
―
、

演

繹

で

も

な

い

か

ら

で

あ

る

。

我

々

は

次

の

二

点

を

問

題

と

す

る

。

一

、

デ

ィ

グ

ナ

ー

ガ

論

理

学

の

ｅ
ｐ
ｉｓ
ｔｅ
ｍ

ｉｃ
　ｄ
ｉｒ
ｅ
ｃ
ｔ
ｉｏ
ｎ
’

二

、

デ

ィ

グ

ナ

ー

ガ
論

理

学

の

有

効

な

対

象

領

域

。

〔

１

〕

ア

リ

ス

ト

テ

レ

ス

論

理

学

に

は

一

つ

の

重

要

な

特

性

が

存

在

す

る

。

前

提

か
ら
結
論
へ
の
ｅ
ｐ
ｉ
ｓ
ｔ
ｅ
ｍ
ｉ
ｃ
　
ｄ
ｉ
ｒ
ｅ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
　
が
そ
れ
で
あ
る
。
つ
ま
り
ｓ
ｙ
ｌ
ｌ
ｏ
ｇ
ｉ
-

ｓ
m

よ

っ

て

、

二

つ

の

真

な

る

前

提

か

ら

一

つ

の

真

な

る

結

論

を

得

る

、

と

い

う

の

が

ア

リ

ス

ト

テ

レ

ス

論

理

学

の

基

本

原

理

で

あ

る

。

こ

れ

は

逆

に

、

結

論

が

偽

な

ら

ば

前

提

の

う

ち

少

な

く

と

も

一

方

は

ま

た

偽

で

あ

る

、

と

い

う

こ

と

を

意

味

す

る

。

実

際

ア

リ

ス

ト

テ

レ

ス

は

こ

の

性

質

を

利

用

し

て

、

誤

ま

っ

た

結

論

が

導

き

出

さ

れ

た

と

き

の

誤

ま

り

の

源

（
ｓ
ｏ
ｕ
ｒ
ｃ
ｅ

　ｏ
ｆ

　
ｅ
ｒ
ｒ
ｏ
ｒ
）

を
見
つ
け
る
方
法
に
つ
い
て
考
察
を
め
ぐ
ら
し
て
い
る
（
Ｌ
ｅ
ａ
ｒ
　
１
９
８
０
,
　
ｐ

．
　
９
１
,

９
４
」
（
こ
の
ｅ
ｐ
ｉ
ｓ
ｔ
ｅ
ｍ
ｉ
ｃ
　
ｄ
ｉ
ｒ
ｅ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
　
は
Ｌ
ｕ
ｋ
ａ
ｓ
ｉ
ｅ
w
ｉ
ｃ
ｚ
と
Ｃ
ｏ
ｒ
ｃ
ｏ
ｒ
ａ
ｎ
い
ず

れ

の

ア

リ

ス

ト

テ

レ

ス

論

理

学

像

に

も

妥

当

す

る

。
）

さ

て

、

デ

ィ

グ

ナ

ー

ガ

論

理

学

の

ｅ
ｐ

ｉｓ
ｔ
ｅ
ｍ

ｉｃ

　
ｄ
ｉ
ｒ
ｅ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

ア

リ

ス

ト

テ

レ

ス

論

理

学

の

そ

れ

と

は

一

致

し

な

い

。

以

下

こ

の

こ

と

を

詳

し

く

見

て

み

よ

う

。

先

ず

、

と

り

あ

え

ず

デ

ィ

グ

ナ

ー

ガ

論

理

学

を

前

提

か

ら

結

論

を

導

く

演

繹

推

論

と

み

な

す

。

我

々

は

こ

の

推

論

の

表

現

を

確

定

し

て

お

か

な

け

れ

ば



な

ら

な

い

。

し

か

し

、

こ

の

確

定

は

必

ら

ず

し

も

文

献

的

に

の

み

決

定

で

き

る

も

の

で

は

な

い

。

な

ぜ

な

ら

デ

ィ

グ

ナ

ー

ガ

論

理

学

は

デ

ィ

グ

ナ

ー

ガ

の

意

志

と

は

独

立

し

た

振

舞

い

を

し

得

る

も

の

だ

か

ら

で

あ

る

。

我

々

は

上

の

確

定

を

デ

ィ

グ

ナ

ー

ガ

論

理

学

に

ふ

さ

わ

し

い

よ

う

に

行

な

う

必

要

が

あ

る

。さ

て

、

デ

ィ

グ

ナ

ー

ガ

論

理

学

は

三

支

作

法

を

骨

子

と

す

る

。

例

。

Ａ
‥
声
は
無
常
で
あ
る
（
宗
）
。
勤
勇
無
聞
所
発
（
意
志
的
努
力
に
よ
っ
て

生

ず

る

）

の

故

に

（
因

）
。

勤

勇

無

間

所

発

な

る

も

の

は

無

常

で

あ

る

。

瓶

の

如

し

（
同

喩

）
。

常

住

な

る

も

の

（
＝

無

常

で

な

い

も

の

）

は

勤

勇

無

間

所

発

で

な

い

（

＝

非

勤

勇

無

間

所

発

で

あ

る

）
。

虚

空

の

如

し

（
異

喩

）
。

因
支
は
第
一
相
（
後
述
）
を
示
す
た
め
に
あ
り
（
北
川
〈
１
９
６
５
〉
所
収
チ
ベ
ッ

1
．
語
訳
ｔ
ｅ
ｘ
ｔ
　
ｐ
．
　
５
１
２
，
　
ｅ
ｔ
ｃ
．
）
、
又
喩
支
の
示
す
も
の
と
し
て
次
の
三
が
語
ら

れ
て
い
る
。
第
二
相
及
び
第
三
相
（
後
述
、
　
ｉ
ｂ
ｉ
ｄ
．
　
ｐ
．
　
５
１
８
,
　
ｐ
．
　
５
２
１
-
２
）
;
 
随
伴

即

ち

遍

充

（
因

〈

勤

勇

無

間

所

発

性

〉

が

あ

れ

ば

必

ら

ず

所

成

〈

無

常

性

〉

が

あ

る

）

（
ｉｂ
ｉｄ

．
　ｐ
．　
５
１
３
）
；

不

相

離

性

（
所

成

な

し

に

因

は

な

い

〈
ｉ
ｂ
ｉｄ

．

ｐ
．
　
５
２
２
〉
）
。

一

方

、

論

証

（
比

量

）

を

成

立

せ

し

め

る

論

証

根

拠

（
因

）

の

三

条

件

（
因

の

三

相

）

が

事

実

上

次

の

よ

う

に

規

定

さ

れ

る

（
ｉ
ｂ
ｉ
ｄ

．　ｐ
．
　４
５
５
）

第

一

相
：
パ
ク
シ
ャ
（
主
題
、
声
）
に
お
い
て
あ
る
。
第
二
相
‥
同
品
に
の
み
あ

る

。

第

三

相

‥
異

品

に

は

無

い

。
（
同

品

＝

所

成

法

〈

無

常

性

〉

を

も

つ

も

の
〈
ｉ
ｂ
ｉ
ｄ
．
　
ｐ
．
　
４
８
９
〉
異
品
＝
同
品
で
な
い
も
の
〈
ｉ
ｂ
ｉ
ｄ
．
　
ｐ
．
　
４
９
１
〉
。
　
な
お
バ
ク

シ
ャ
は
同
品
で
も
異
品
で
も
な
い
。
）

さ

て

。

我

々

は

デ

ィ

グ

ナ

ー

ガ

論

理

学

は

、

第

一

相

は

別

と

し

て

、

最

終

的

な

論

証

基

盤

を

あ

く

ま

で

第

二

・

第

三

相

に

置

く

も

の

で

あ

っ

て

、

随

伴

（
遍

充

）

や

不

相

離

性

で

は

な

い

、

と

い

う

立

場

を

と

る

。

こ

れ

は

デ

ィ

グ

ナ

ー

ガ

が

因

の

三

相

を

論

証

の

中

心

に

据

え

て

い

る

と

い

う

文

献

的

事

実

に

拠

る

。

更

に

我

々

は

、

第

三

相

で

は

な

く

、

第

二

相

を

最

終

的

な

基

盤

と

し

て

確

定

せ

ん

と

す

る

。

つ

ま

り

、

デ

ィ

グ

ナ

ー

ガ

論

理

学

は

、

第

一

相

及

び

第

二

相

を

前

提

と

し

、

主

張
（
宗

）
を

結

論

と

す

る

演

繹

推

論

（
ａ

）

と

し

て

ひ

と

ま

ず

そ

の

形

式

を

確

定

す

る

こ

と

が

で

き

る

の

で

あ

っ

て

、

第

一

相

及

び

第

三

相

を

前

提

と

す

る

そ

れ

（

β

）

で

は

な

い

、

と

考

え

る

。

実

際

、

後

者

β

の

場

合

、

次

の

よ

う

な

論

証

（
三

支

作

法

）

が

可

能

に

な

っ
て

し

ま

う

。

ｘ
‥
声
は
声
で
あ
る
（
宗
）
。
所
聞
の
故
に
（
因
）
。
（
喩
支
省
略
）
。

イ

ン

ド

論

理

学

に

お

い

て

は

所

聞

な

る

も

の

は

声

に

限

ら

れ

る

。

従

っ
て

所

聞

性

は

第

三

相

を

満

足

す

る

。

こ

れ

は

「

声

は

声

で

あ

る

」

と

い

う

結

論

が

β

に

よ

っ
て

導

出

さ

れ

る

こ

と

を

意

味

す

る

。

し

か

し

、

デ

ィ

グ

ナ

ー

ガ

は

「
声

に

別

の

声

が

存

在

す

る

こ

と

は

で

き

な

い

」

と

述

べ

て

い

る

（
ｉ
ｂ
ｉｄ

．

ｐ
．
　
４
７
９
）
。
（
な
お
、
こ
れ
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
お
け
る
ｓ
ｅ
ｌ
ｆ
-
ｐ
ｒ
ｅ
ｄ
ｉ
ｃ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

の
回
避
―
―
つ
ま
り
A
l
l
 
a
 
i
s
 
a
を
言
わ
な
い
―
―
を
想
い
起
こ
さ
せ
る
。

Ｃ
ｆ

．　
Ｃ
ｏ
ｒ
ｃ
ｏ
ｒ
ａ
ｎ

　ｐ
.　
９
６
）

従

っ

て

上

の

主

張

は

デ

ィ

グ

ナ

ー

ガ
論

理

学

に

お

い

て

は

論

証

さ

れ

る

べ

き

で

は

な

い

の

で

あ

る

。

我

々

は

こ

れ

を

、

同

品

が

無

の

と

き

第

二

相

は

偽

（
不

成

立

）

で

あ

る

と

い

う

規

約

を

と

り

入

れ

る

こ

と

に

よ

っ

て

達

成

で

き

る

。

従

っ
て

第

三

相

は

第

二

相

を

無

条

件

に

は

含

意

せ
ず
、
α
と
β
は
同
等
で
は
な
い
。
一
方
第
三
相
は
第
二
相
に
含
意
さ
れ



て
い
る
―
―
こ
れ
は
デ
ィ
グ
ナ
ー
ガ
も
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
（
北
川
、

ｐ
．
　
４
５
５
の
Ｖ
ａ
ｓ
ｕ
ｄ
ｈ
ａ
ｒ
ａ
ｒ
ａ
ｋ
ｓ
ｉ
ｔ
ａ
　
ｖ
ｅ
ｒ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ
）
―
―
か
ら
、
第
三
相
の
明
示
性
を

さ
え
要
求
し
な
け
れ
ば
、
我
々
は
さ
き
の
α
を
も
っ
て
デ
ィ
グ
ナ
ー
ガ
論
理

学

の

演

繹

推

論

と

し

て

の

形

式

を

確

定

で

き

る

わ

け

で

あ

る

。

我
々
は
α
を
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
論
理
学
に
お
け
る
ｓ
ｙ
ｌ
ｌ
ｏ
ｇ
ｉ
ｓ
m
、
例
え
ば

Ｂ
ａ
ｒ
ｂ
ａ
ｒ
ａ

と

対

比

す

る

こ

と

に

よ

っ
て

様

々

な

問

題

を

浮

か

び

上

が

ら

す

こ

と

が

で

き

る

が

、

今

は

た

だ

ｅ
ｐ
ｉｓ
ｔ
ｅ
ｍ

ｉｃ
　
ｄ
ｉｒ
ｅ
ｃ
ｔ
ｉｏ
ｎ

の

み

と

り

あ

げ

る

。

さ

て

、

デ

ィ

グ

ナ

ー

ガ

は

因

の

三

相

の

第

一

相

は

満

た

さ

れ

て

い

る

と

き

、

残

る

二

相

を

満

た

す

因

は

ど

の

よ

う

な

も

の

で

あ

る

か

を

決

定

す

る

に

あ

た

り

九

句

因

と

呼

ば

れ

る

分

類

法

を

考

え

た

。

つ

ま

り

、

あ

る

所

与

の

所

成

法

に

対

し

て

論

証

因

が

同

品

あ

る

い

は

異

品

に

有

、

無

、

有

無

（
有

っ

た

り

無

か

っ

た

り

）

の

三

通

り

の

い

ず

れ

で

あ

る

か

に

よ

っ

て

都

合

九

通

り

の

場

合

分

け

を

行

な

っ

た

。

こ

の

う

ち

デ

ィ

グ

ナ

ー

ガ

は

、

第

二

句

‥
同

品

に

有

に

し

て

異

品

に

無

、

及

び

第

八

句

‥
同

品

に

有

無

に

し

て

異

品

に

無

、

の

二

種

類
を
・
″
正
因
”
、
残
る
七
種
類
を
″
似
因
（
似
て
非
な
る
因
）
”
と
呼
ん
だ
。

第

二

、

八

句

は

確

か

に

因

の

第

二

相

（
及

び

第

三

相

）

を

成

立

せ

し

め

る

か
ら
正
因
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
。
と
こ
ろ
が
デ
ィ
グ
ナ
ー
ガ
は
次
の
Ｂ
、

Ｃ
を
真
正
な
論
証
と
は
見
な
い
。

Ｂ
‥
声
は
声
に
あ
ら
ず
。
動
勇
無
聞
所
発
の
故
に
。

Ｃ
‥
声
は
所
聞
に
あ
ら
ず
。
勤
勇
無
間
所
発
の
故
に
。

Ｂ
、
Ｃ
に
お
け
る
勤
勇
無
間
所
発
性
を
デ
ィ
グ
ナ
ー
ガ
は
似
因
に
含
め
、

そ

の

理

由

を

主

張

（
結

論

）

が

事

実

（
現

量

、

現

見

）

を

否

定

す

る

も

の

で

あ
る
か
ら
で
あ
る
、
と
し
て
い
る
（
ｉ
ｂ
ｉ
ｄ

．
　
ｐ
．
　
５
0
0
）
。
し
か
し
、
勤
勇
無
間
所

発
性
は
Ｂ
、
Ｃ
に
お
い
て
は
第
八
句
で
あ
り
、
九
句
因
の
分
類
か
ら
言
え
ば

正

因

た

ら

ざ

る

を

得

な

い

。

し

か

も

デ

ィ

グ

ナ

ー

ガ

は

主

張

（

結

論

）

の

非

事

実

性

に

照

ら

し

た

上

で

、

こ

れ

を

似

因

と

す

る

。

こ

れ

は

何

を

意

味

す

る

の

で

あ

ろ

う

か

。

実

は

デ

ィ

グ

ナ

ー

ガ

論

理

学

は

前

提

か

ら

結

論

へ

と

は

逆

の

ｅ
ｐ

ｉ
ｓ
ｔ
ｅ
-

ｍ

ｉ
ｃ

　
ｄ
ｉ
ｒ
ｅ
ｃ
ｔ
ｉｏ
ｎ

を

持

つ

と

考

え

ら

れ

る

。

つ

ま

り

、

ア

リ

ス

ト

テ

レ

ス

論

理

学

が

、

真

な

る

前

提

か

ら

妥

当

な

推

論

（

論

証

）

に

基

づ

い

て

真

な

る

結

論
を
得
る
も
の
で
あ
る
（
Ｌ
ｅ
ａ
ｒ
，
　
ｐ
．
　
９
０
）
の
に
対
し
、
デ
ィ
グ
ナ
ー
ガ
論
理
学

は

前

も

っ

て

真

で

あ

る

こ

と

が

与

え

ら

れ

て

い

る

事

柄

に

つ

い

て

の

理

由

説

明
、
ｅ
ｘ
ｐ
ｌ
ａ
ｎ
ａ
ｔ
ｏ
ｒ
ｙ
　
ａ
ｒ
ｇ
ｕ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
（
Ｄ
ｕ
m
m
e
ｔ
　
１
９
７
３
，
　
ｐ
．
　
２
９
６
）
と
考
え
ら
れ
る

の

で

あ

る

。

従

っ

て

そ

こ

で

は

偽

命

題

が

主

張

（

結

論

）

の

位

置

に

立

つ

こ

と

は

許

さ

れ

な

い

。

実

際

、

（

経

験

的

）

事

実

に

反

す

る

主

張

等

、

偽

で

あ

る

こ

と

が

所

与

の

も

の

は

似

宗

（

宗

に

似

て

非

な

る

も

の

）

と

も

さ

れ

て

い

る
の
で
あ
る
（
北
川
、
ｐ
．
　
４
７
２
）
。
主
張
は
、
そ
れ
が
論
理
的
に
導
出
さ
れ
る
が

故

に

真

、

な

の

で

は

な

い

。

真

で

あ

る

の

は

な

ぜ

か

に

答

え

て

い

る

の

で

あ

る

。

あ

た

か

も

幼

児

の

問

い

に

対

す

る

大

人

の

答

え

の

よ

う

に

。

〔

２

〕

以

下

は

デ

ィ

グ

ナ

ー

ガ

論

理

学

を

、

そ

の

本

来

の

あ

り

方

に

反

し

て

前

提

か

ら

結

論

へ

の

ｅ
ｐ
ｉｓ
ｔ
ｅ
ｍ

ｉｃ
　ｄ
ｉｒ
ｅ
ｃ
ｔ
ｉｏ
ｎ

を

も

つ

演

繹

推

論

と

し

て

扱

う

。

そ

の

上

で

こ

の

論

理

学

の

有

効

な

対

象

領

域

に

つ

い

て

考

え

る

。



演
繹
推
論
α
を
記
号
論
理
学
的
に
表
現
し
た
場
合
、
そ
の
妥
当
性
は
保
証

さ

れ

な

い

。

な

ぜ

な

ら

第

二

相

そ

の

も

の

は

記

号

論

理

学

と

し

て

は

推

論

の

基

礎

と

は

認

め

ら

れ

な

い

か

ら

で

あ

る

。

記

号

論

理

学

は

、

む

し

ろ

随

伴

（

遍

充

）

を

推

論

の

基

礎

と

し

て

要

求

す

る

。

Ｊ
．
Ｆ

．　
Ｓ
ｔａ
ａ
ｌ
　（
１
９
６
２
）
　
＆

イ

ン

ド

論

理

学

一

般

の

推

論

の

基

礎

を

遍

充

に

お

き

、

第

二

相

が

遍

充

を

含

意

す

る

こ

と

を

示

し

た

。
（
Ｓ
ｔａ
ａ
ｌ
自

身

は

ダ

ル

マ

キ

ー

ル

テ

ィ

の

因

の

三

相

を

形

式

化

し

た

と

し

て

い

る

が

、

パ

ク

シ

ャ

が

同

品

で

も

異

品

で

も

な

い

と

し

て
お
り
、
事
実
上
デ
ィ
グ
ナ
ー
ガ
の
そ
れ
と
考
え
て
よ
い
。
C
f
.
 
小
野
〈
１
９
８
７
,

ｐ
．
　
１
０
-
1
1
〉
）

こ

こ

で

第

二

相

が

遍

充

を

含

意

す

る

と

い

う

こ

と

は

あ

く

ま

で

パ

ク

シ

ャ

を

除

い

た

対

象

領

域

に

つ

い

て

言

え

る

こ

と

で

あ

る

。

そ

し

て

こ

の

遍

充

関

係

を

当

面

の

主

題

た

る

パ

ク

シ

ャ

に

及

ぼ

す

こ

と

に

よ

っ

て

結

論

を

得

る

、

こ
れ
が
Ｓ
ｔ
ａ
ａ
ｌ
に
よ
っ
て
形
式
化
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
因
の
三
相
に
よ
る
論
証

で

あ

る

。

こ

れ

は

結

局

デ

ィ

グ

ナ

ー

ガ
論

理

学

を

一

種

の

帰

納

法

（
ｉｎ
ｄ
ｕ
ｅ
-

ｔ
ｉｏ
ｎ
）

と

見

る

立

場

に

与

す

る

も

の

で

あ

ろ

う

と

思

う

。

と

こ

ろ

で

Ｈ

．
　Ｇ

．
　Ｈ
ｅ
ｒ
ｚ
ｂ
ｅ
ｒ
ｇ
ｅ
ｒ
　（
１
９
８
６
）

″
正

因

″

に

よ

っ

て

い

く

ら

で

も

偽

命

題

が

論

証

さ

れ

て

し

ま

う

こ

と

を

示

し

て

い

る

。

例

え

ば

、

Ｄ
‥
水
棲
ホ
ニ
ュ
ウ
類
は
陸
棲
で
あ
る
。
ホ
ニ
ュ
ウ
類
の
故
に
。

Ｅ
‥
奇
数
は
２
で
割
り
切
れ
る
。
整
数
の
故
に
。

Ｄ
は
第
八
句
、
Ｅ
は
第
二
句
に
相
当
す
る
。
我
々
は
既
に
Ｂ
、
Ｃ
（
第
八

句

）

が

デ

ィ

グ

ナ

ー

ガ
自

身

に

よ

っ

て

考

慮

さ

れ

て

い

る

こ

と

を

見

た

。

こ

れ

ら

は

本

来

、

デ

ィ

グ

ナ

ー

ガ

論

理

学

の

ｅ
ｘ
ｐ
ｌａ
ｎ
ａ
ｔ
ｏ
ｒ
ｙ

　ａ
ｒ
ｇ
ｕ
ｍ

ｅ
ｎ
ｔ

と

し

て
の
性
質
か
ら
説
明
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
Ｄ
、
Ｅ
を
前
に
し
て
も
デ

ィ
グ
ナ
ー
ガ
は
、
そ
れ

ら
の
主
張
は
現
見

（
事
実
）
に
相

違
す
る
か
ら
似
因

で
あ
る
、
と
言

っ
て
泰
然
と
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
、
演
繹
推
論
と

し
て

デ
ィ
グ

ナ
ー
ガ
論
理
学
を
表
現
す

る
限
り
我

々
は
う
ろ
た
え
ざ
る
を
得

な
い
。

実
は

Ｈ
ｅｒ
ｚ
ｂｅ
ｒｇ
ｅｒ

演

繹
推
論
と
し

て

の

デ
ィ
グ
ナ
ー
ガ
論
理
学

が

有
効
で
な
い
対

象
領
域

の
存
在
を
示
し
た
と
考

え
ら
れ

る
。
そ
れ

は
広
い
意

味
で
種
・
類
の
領
域
で
あ
る
。
こ

れ
は

Ｓ
ｔａ
ａ
ｌ
の
示
す
結
果
と
矛
盾
し
な
い
。

な
ぜ
な
ら
、
種

・
類
の
領
域

に
は
帰
納
法

は
無
効
と
考
え
ら
れ
る
、
従
っ
て

帰
納
法
と

見
ら
れ
た
デ
ィ
グ
ナ
ー
ガ
論
理
学
も
ま

た
無
効
た
ら
ざ
る
を
得

な

い
で
あ

ろ
う
か
ら
で
あ

る
。
し

か
し
、
こ

の
こ
と

は
デ
ィ

グ
ナ

ー
ガ
論
理
学

を
一
切
帰
納
法
と
し
て
解
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
も

の
で
あ
ろ
う
か
。

例
え
ば
Ｄ
に
は
遍
充
文
「
ホ
ニ
ュ
ウ
類
は
陸
棲
で
あ
る
」
が
含
意
さ
れ
て

い
る
。
我

々
は
こ

れ
を
ホ
ニ
ュ
ウ
類
は
悉
く
陸
棲
で
あ
る
と
い
う
意
味
に
理

解
す
る
で

あ
ろ
う

。
し

か
し
次

の
例
は
ど
う
で
あ

ろ
う
か
。

Ｆ
‥
き
ょ
う
は
暑
い
。
夏
の
故
に
。

因
の
三
相
が
成
立
し
て
い
る
と
き
Ｆ
に
は
遍
充
文
「
夏
は
暑
い
」
が
含
意

さ
れ
て

い
る
。
こ

れ
を
我

々
は
夏
は
悉
く
暑
い
、
と
い
う
意
味
に
理
解

す
る

で
あ
ろ
う

か
、
あ

る
い

は
そ
れ
以
外
に
理
解
し
よ
う
が
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

私

に
は
、
こ

の
場
合

の
「
夏
」

は
必
ら
ず
し
も
個

々
の
夏
を
語
る
も
の
で

は

な
い
よ
う

に
思
え

る
。
我

々
は
端
的
に
「
夏

は
暑
い
」
と
言
え
れ
ば
よ
い

の

で
あ
る
。
そ
し
て
こ

の
言
明
が
何
ら
か
の
意
味

に
お
い
て
有
効
で
あ
る
こ
と



を

信

じ

る

か

ら

こ

そ

、

我

々

は

今

年

の

、

あ

る

い

は

来

年

の

夏

に

向

け

て

備

え

る

の

で

あ

る

。
（
今

年

の

夏

が

た

ま

た

ま

冷

夏

だ

っ

た

と

し

て

も

な

お

「
夏

は

暑

い

」

と

言

え

る

で

あ

ろ

う

。

特

に

こ

の

言

明

は

い

わ

ば

例

外

す

ら

許

容

す

る

と

考

え

ら

れ

る

。
）

我

々

は

如

何

に

し

て

「

夏

は

暑

い

」

と

認

め

る

の

で

あ

ろ

う

か

。

一

つ

は

暑

さ

は

夏

の

本

質

（
述

語

）

だ

か

ら

と

す

る

立

場

で

あ

り

、

他

の

一

つ

は

経

験

か

ら

の

帰

納

に

よ

る

も

の

で

あ

ろ

う

。

前

者

の

場

合

、

こ

の

言

明

は

例

外

を

許

容

し

な

い

。

一

方

後

者

の

場

合

こ

の

言

明

は

、

あ

ら

ゆ

る

夏

一

個

一

個

に

つ

い

て

そ

の

夏

は

暑

い

と

い

う

こ

と

の

総

体

を

必

ら

ず

し

も

意

味

し

な

い

で

あ

ろ

う

。
「

夏

は

暑

い

」

と

は

型

（

タ

イ

プ

）

に

関

す

る

言

明

「
夏

と

い

う

も

の

は

暑

い

も

の

で

あ

る

」

と

理

解

す

る

こ

と

が

で

き

る

で

あ

ろ

う

。

そ

し

て

こ

の

言

明

の

下

で

き

ょ
う

の

暑

さ

を

結

論

す

る

こ

と

が

考

え

ら

れ

る

。

第

二

相

が

遍

充

を

含

意

す

る

と

い

う

Ｓ
ｔａ
ａ
ｌ

の

証

明

に

お

い

て

、

同

品

は

制
約
変
項
（
ｒ
ｅ
ｓ
ｔ
ｒ
ｉ
ｃ
ｔ
ｅ
ｄ
-
ｖ
ａ
ｒ
ｉ
ａ
ｂ
ｌ
ｅ
）
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。
制
約
変

項

と

は

、

個

体

変

項

と

ち

が

い

「
制

約

変

項

の

指

示

体

は

定

冠

詞

で

固

定

さ

れ
る
対
象
と
は
な
り
え
な
い
」
（
中
戸
川
、
１
９
８
３
,
　
ｐ
．
 
４
９
）
、
そ
の
よ
う
な
変
項

で
あ
る
。
Ｓ
ｔ
ａ
ａ
ｌ
は
こ
れ
を
”
同
品
”
（
ｓ
ａ
ｐ
ａ
ｋ
ｓ
ａ
）
が
無
冠
詞
で
あ
る
と
い
う

事

実

を

忠

実

に

表

現

す

る

た

め

に

使

用

し

た

。

こ

の

こ

と

は

デ

ィ

グ

ナ

ー

ガ

論

理

学

を

帰

納

法

と

み

る

と

き

、

そ

れ

は

い

く

つ

か

の

ケ

ー

ス

（
ｓ
ｏ
ｍ
ｅ
）

が

全
て
の
ケ
ー
ス
（
a
l
l
）
に
普
遍
化
さ
れ
る
意
味
で
の
帰
納
法
な
の
で
は
な
く
、

む
し
ろ
「
例
か
ら
型
へ
の
」
帰
納
法
（
中
村
、
１
９
４
２
,
　
ｐ
．
２
４
５
)
と
も
い
う
べ
き

も

の

で

あ

る

こ

と

を

意

味

し

て

い

る

と

思

わ

れ

る

。

こ

う

し

た

型

（

タ

イ

プ
）
に
つ
い
て
の
言
明
の
性
質
を
解
明
す
る
こ
と
は
今
の
テ
ー
マ
で
は
な
い

が

、

少

な

く

と

も

「

夏

は

暑

い

」

と

い

っ

た

、

端

的

に

そ

う

言

え

る

意

味

で

の
言
明
が
存
在
す
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
Ｆ
は
第
二
相
が
こ
う
し
た
言

明

を

含

意

し

、

そ

し

て

こ

の

言

明

に

基

づ

く

帰

納

的

推

論

で

あ

る

と

考

え

ら

れ

る

。

ア

リ

ス

ト

テ

レ

ス

は

述

語

を

二

種

に

分

け

る

。

即

ち

、

種

・

類

を

典

型

と

す

る

本

質

述

語

（
ｐ

ｒ
ｅ

ｄ
ｉｃ
ａ

ｔ
ｅ
ｓ

　
w
ｈ
ｉ
ｃ
ｈ

　
ａ
ｒ
ｅ

　

ｉｎ

　
w

ｈ
ａ

ｔ
　ｓ
ｏ
ｍ

ｅ
ｔ
ｈ
ｉ
ｎ
ｇ

　ｉ
ｓ

’
）
と

非

本

質

述

語

。

更

に

後

者

は

ｓ
ｔ
ｒ
ｉ
ｃ
ｔ
　ｐ
ｒ
ｅ
ｄ

ｉｃ
ａ

ｔ
ｉｏ
ｎ

（

主

語

・

述

語

の

形

而

上

学

的

構

造

を

反

映

す

る

も

の

；
　
ｅ
ｘ

．
　
ｔ
ｈ
ｅ

　
ｌ
ｏ
ｇ

　ｉ
ｓ

　
w
ｈ

ｉ
ｔ
ｅ

）

と

ｉｎ

ｃ
ｉ
ｄ
ｅ
ｎ

ｔ
ａ

ｌ
　ｐ

ｒ
ｅ
-

ｄ
ｉｃ
ａ

ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

（

形

而

上

学

的

構

造

を

反

映

し

な

い

も

の

；
　
ｅ
ｘ

．
　ｔ
ｈ
ｅ

　
w
ｈ

ｉ
ｔ
ｅ

　ｔ
ｈ

ｉ
ｎ
ｇ

ｉ
ｓ
　
ａ
　
ｌ
ｏ
ｇ
）
に
分
け
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
最
後
の
も
の
は
”
ｐ
ｒ
ｅ
ｄ
ｉ
ｃ
ａ
ｔ
ｉ
ｎ
ｇ
"

で
は
な
く
単
な
る
”
ｓ
ａ
ｙ
ｉ
ｎ
ｇ
　
ｔ
ｒ
ｕ
ｌ
ｙ
”
で
あ
る
と
し
て
、
推
論
に
お
け
る
命

題
か
ら
排
除
さ
れ
る
（
L
e
a
r
,
 
p
.
3
0
-
3
1
）
。

デ

ィ

グ

ナ

ー

ガ

論

理

学

は

、

こ

れ

を

帰

納

法

と

見

る

と

き

、

ア

リ

ス

ト

テ

レ
ス
の
言
う
”
ｐ
ｒ
ｅ
ｄ
ｉ
ｃ
ａ
ｔ
ｉ
ｎ
ｇ
”
に
よ
っ
て
命
題
が
構
成
さ
れ
る
よ
う
な
、
そ

の

よ

う

な

対

象

領

域

に

お

い

て

は

有

効

で

は

な

く

、

む

し

ろ

、

端

的

に

「

×

×

×

と

言

え

る

」

世

界

を

対

象

に

す

る

と

評

価

せ

ざ

る

を

得

な

い

。

例

え

ば

「

ク

ジ

ラ

は

動

物

で

あ

る

」

と

い

っ

た

言

明

は

ア

リ

ス

ト

テ

レ

ス

の

”
ｐ

ｒ
ｅ
-

ｄ

ｉｃ
ａ

ｔ
ｉｎ

ｇ
"

に

よ

っ

て

行

な

わ

れ

る

（

形

而

上

学

的

一
昌

明

）

の

で

あ

っ

て

、

単

に

「

ク

ジ

ラ

は

動

物

と

言

え

る

」

と

い

う

意

味

に

お

い

て

で

は

な

い

で

あ

ろ

う

。

又

、

「

夏

は

暑

い

」

と

は

違

っ

て

、

一

頭

で

も

動

物

で

な

い

ク

ジ

ラ

が
発
見
さ
れ
れ
ば
上
の
言
明
は
偽
と
み
な
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
Ｈ
e
ｒ
ｚ
ｂ
ｅ
ｒ
ｇ
ｅ
ｒ



の
示
す
と
こ
ろ
（
Ｄ
、
Ｅ
）
は
、
デ
ィ
グ
ナ
ー
ガ
論
理
学
は
第
二
相
に
よ
っ

て

含

意

さ

れ

る

遍

充

文

が

型

に

つ

い

て

の

言

明

、

も

し

く

は

「

と

言

え

る

」

意

味

で

の

言

明

で

あ

り

得

る

よ

う

な

、

そ

の

よ

う

な

領

域

を

対

象

に

す

る

も

の

で

あ

る

こ

と

を

暗

示

し

て

い

る

。

（

型

に

つ

い

て

の

言

明

自

身

の

考

察

は

他

日

を

期

す

。
）

最

後

に

、

帰

納

法

と

し

て

で

な

く

デ

ィ

グ

ナ

ー

ガ

論

理

学

が

有

効

に

働

ら

く

場

合

を

一

例

あ

げ

る

。

○

‥

こ

こ

は

東

京

で

あ

る

。

〔

こ

こ

に

〕

犯

人

が

い

る

故

に

。

因

の

三

相

が

満

た

さ

れ

て

い

る

と

仮

定

す

る

時

、

我

々

は

次

の

よ

う

に

し

て

主

張

を

論

証

で

き

る

。

論

証

‥
「

こ

こ

」

（

パ

ク

シ

ャ

）

が

谷

塚

（

地

名

）

の

一

角

で

あ

る

と

す

る

。

第

二

相

が

成

立

し

て

い

る

か

ら

、

Ｓ
ｔ
ａ
ａ

ｌ

の

示

す

と

こ

ろ

に

よ

っ

て

、

「

こ

こ

」

（

パ

ク

シ

ャ

）

で

は

な

い

場

所

に

つ

い

て

、

遍

充

（
「

犯

人

の

い

る

と

こ

ろ

、

そ

こ

は

東

京

で

あ

る

」
）

が

成

り

立

つ

。

と

こ

ろ

で

、

「

こ

こ

」

は

谷

塚

の

一

角

で

あ

る

か

ら

「

こ

こ

に

犯

人

が

い

る

」

（

第

一

相

）

な

ら

「

谷

塚

に

犯

人

が

い

る

」

と

言

え

る

。

遍

充

関

係

が

谷

塚

（

谷

塚

は

「

こ

こ

」

で

は

な

い
）

に
つ
い
て
成
立
す
る
か
ら
「
谷
塚

は
東
京
で
あ
る
」
と
言
え
る
。
と
こ

ろ
が
「
谷
塚
は
東
京
で
あ
る
」
な
ら
「
こ
こ

は
東
京
で
あ

る
」
と
言
え
る
。

な
ぜ
な
ら
「
こ
こ
」
は
谷

塚
の
一
角

だ
か
ら
で
あ
る
。

傍
線
部
イ
と
ロ
が
成
り
立
っ
て
い
る
時
―
―
例
え
ば
飛
地
が
無
い
よ
う
な

時
―
―
上
の
よ
う
に
し
て
″
犯
人
″
を
因
と
し
て
主
張
を
論
証
で
き
る
。
パ

ク

シ
ャ
が
同
品
で
な
い
こ
と
は
パ
ク
シ
ャ
が
空
間
的

に
（
物
理
的
に
）
同
品

の

そ

と

に

あ

る

こ

と

を

意

味

す

る

必

要

は

な

い

。

（

も

ち

ろ

ん

こ

と

さ

ら

″

犯

人

″

を

因

と

し

て

、

「

こ

こ

」

が

東

京

で

あ

る

こ

と

を

論

証

す

る

こ

と

自

体

は

馬

鹿

げ

て

い

る

が

。
）

帰

納

法

と

し

て

で

は

な

く

デ

ィ

グ

ナ

ー

ガ

論

理

学

の

有

効

な

対

象

領

域

の

一

般

的

性

格

を

特

徴

づ

け

る

こ

と

は

残

さ

れ

た

課

題

で

あ

る

。

（

１

）
　

北

川

（

Ｐ

．
 ２
６

）

は

第

二

相

の

、

文

献

上

の

字

面

か

ら

は

正

当

な

こ

の

理

解

を

批

判

し

て

い

る

。

そ

の

論

拠

の

一

つ

は

、

第

二

相

と

第

三

相

の

区

別

が

無

意

味

に

な

っ

て

し

ま

う

、

と

い

う

も

の

で

あ

る

。

し

か

し

本

論

で

論

じ

る

よ

う

に

そ

の

懸

念

は

な

い

。

（
２
）
　
こ
れ
は
九
句
因
の
第
五
句
―
―
同
品
に
無
に
し
て
異
品
に
無
―
―
の
存
在
に

よ

っ

て

言

え

る

。

〔

参

考

文

献

〕

泰
本
　
融
　
″
比
較
論
理
学
序
説
″
講
座
仏
教
思
想
、
第
二
巻
、
理
想
社
、
１
９
７
４
、

（

空

思

想

と
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理

、

山

喜
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。
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９
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７
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．

Ｌ

ｕ

ｋ

ａ

ｓ

ｉｅ
w

ｉ
ｃ
ｚ

　
Ａ

ｒ

ｉ
ｓ
ｔ
ｏ

ｔ
ｌ
ｅ

’ｓ

　
Ｓ

ｙ

ｌ
ｌｏ

ｇ

ｉｓ
ｔ

ｉｃ
「

　
Ｏ

ｘ

ｆ
ｏ
ｒ

ｄ

。
　
１

９
５

１
「

　
２
ｎ

ｄ

　
ｅ

ｄ
．

　
１
９
５

７

．

Ｊ

．

Ｃ

ｏ

ｒ
ｃ
ｏ
ｒ

ａ
ｎ

ｏ

Ａ

ｒ

ｉ
ｓ
ｔ
ｏ

ｔ
ｌ
ｅ

’ｓ

　
Ｎ

ａ

ｔ
ｕ

ｒ
ａ

ｌ
　
Ｄ

ｅ

ｄ
ｕ

ｃ

ｔ
ｉｏ

ｎ

　
Ｓ

ｙ

ｓ
ｔ
e
m

”
「

　Ａ

ｎ

ｃ

ｉ
ｅ
ｎ

ｔ

　
ｌ
ｏ
ｇ
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ｉ
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ｎ
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ｉ
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９
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．
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ｅ
ａ

ｒ

　
Ａ

ｒ
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ｓ
ｔ
ｏ
ｔ

ｌ
ｅ

　
ａ

ｎ

ｄ

　
ｌｏ
ｇ

ｉ
ｃ
ａ

ｌ
　
ｔ

ｈ
ｅ
ｏ

ｒ
ｙ

「

　
Ｃ

ａ

ｍ

ｂ
ｒ

ｉ
ｄ

ｇ
ｅ

　
１
９

８
０
.

北

川

秀

則
　

イ

ン

ド

古

典

論

理

学

の

研

究

―

陳

那

の

体

系

｜

（

Ｐ

ｒ
ａ

ｍ

ａ

ｎ

ａ

ｓ
ａ
-

m

ｕ

ｃ
ｃ
ａ

ｙ

ａ

チ

ペ

″

卜

語

訳

ｔ
ｅ
ｘ

ｔ

’

和

訳

、

解

説

）

、

鈴

木

学

術

財

団

、

Ｓ

ａ

（

臨

川

、

１

９
８

５
）

Ｍ

．

Ｄ

ｕ
m
m
e

ｔ
ｔ
　

”
Ｔ

ｈ

ｅ

　
ｊ

ｕ

ｓ
ｔ
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